
作
業
見
直
し
手
順
確
認

渋
谷
駅
桜
丘
口
再
開
発
Ａ
街

区
で
斎
久
工
業
の
佐
藤
社
長

　
斎
久
工
業
の
佐
藤
政
美
社
長
は
４

日

﹁
渋
谷
駅
桜
丘
口
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
︵
Ａ
街
区
︶
﹂
︵
東

京
都
渋
谷
区
︶
の
現
場
で

全
国
安
全

週
間
事
業
主
パ
ト
ロ

ル
を
行

た
‖

写
真


　
現
場
の
安
全
意
識
高
揚
を
目
的
に


２
０
２
３
年
度
全
国
安
全
週
間
に
合
わ

せ
て
実
施
し
た

佐
藤
社
長
に
は
柏
葉

浩
一
技
術
本
部
長

横
溝
正
道
管
理
本

部
長

飯
島
浩
労
務
安
全
部
長
な
ど
が

同
行
し

工
事
進
捗
︵
し
ん
ち

く
︶

や
安
全
衛
生
管
理
活
動
の
状
況
を
確
認

し
た


　
佐
藤
社
長
は
﹁
今
年
度
の
全
国
安
全

週
間
の
ス
ロ

ガ
ン
﹃
高
め
る
意
識
と

安
全
行
動
　
築
こ
う
み
ん
な
の
ゼ
ロ
災

職
場
﹄の
下
安
全
作
業
の
見
直
し
や


作
業
手
順
の
再
確
認
を
し
て
ほ
し
い


現
場
責
任
者
と
協
力
会
社
事
業
主

職

長
が
一
体
と
な

て
パ
ト
ロ

ル
を
強

化
し

全
員
で
計
画
的
か
つ
継
続
的
な

安
全
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り


全
て
の
事
業
場
で
死
亡
災
害
は
も
と
よ

り

労
働
災
害
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と

を
願
う
﹂
と
述
べ
た

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作
業
手
順
の
再
確
認
を

斎
久
工
業
の
佐
藤
社
長

　
斎
久
工
業
の
佐
藤
政
美
社
長

は
４
日

渋
谷
駅
桜
丘
口
地
区

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

︵
Ａ
街
区
︶
の
現
場
で
全
国
安

全
週
間
事
業
主
パ
ト
ロ

ル
を

行

た
‖
写
真

現
場
の
安
全

意
識
高
揚
を
目
的
に

２
０
２

３
年
度
全
国
安
全
週
間
パ
ト
ロ


ル
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
実
施

本
社
か
ら
は
佐
藤
社

長

柏
葉
浩
一
技
術
本
部
長


横
溝
正
道
管
理
本
部
長

飯
島

浩
労
務
安
全
部
長

桑
原
豊
彦

係
長
ら
が
参
加
し
た

工
事
進

捗
︵
し
ん
ち

く
︶
や
安
全
衛

生
管
理
活
動
の
状
況
を
確
認
し

た


　
佐
藤
社
長
は
﹁
安
全
作
業
の

見
直
し
や
作
業
手
順
の
再
確
認

を
行
い

現
場
責
任
者
と
協
力

会
社
事
業
主

職
長
が
一
体
と

な

て
パ
ト
ロ

ル
を
強
化

し

全
員
で
計
画
的
で
継
続
的

な
安
全
活
動
を
推
進
し
て
ほ
し

い

す
べ
て
の
事
業
場
で
死
亡

災
害
は
も
と
よ
り

労
働
災
害

ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
を
願

う
﹂
と
述
べ
た


安
全
状
況
を
確
認
す
る
佐
藤
社
長

㊨
︵
斎
久
工
業
提
供
︶
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